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委員

観
光
協
会
の
業
務
と
し
て
、
現
在

は
物
販
が
主
で
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
比
重
を
観
光
振
興
に
シ
フ
ト
し
て

い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

参加者

観
光
振
興
の
方
に
力
を
入
れ
よ
う

と
す
る
と
き
の
１
つ
の
考
え
と
し

て
、
以
前
に
瀬
戸
内
市
の
観
光
協
会
を

訪
問
し
た
が
、
そ
こ
で
は
売
り
場
の
横

に
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
会
議
室
が
あ
っ

て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
い
を
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

う
い
う
拠
点
と
し
て
集
ま
れ
る
場
所
が

あ
れ
ば
良
い
と
思
う
。

参加者

駅
前
の
広
場
に
つ
い
て
、
多
く
の

人
が
そ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た

い
と
考
え
て
お
り
、
人
が
集
ま
り
や
す

い
場
所
で
あ
る
。
例
え
ば
、
毎
月
何
か

や
っ
て
い
る
と
か
、
毎
週
日
曜
日
に
何

か
が
あ
る
と
い
っ
た
形
で
少
し
で
も
賑

わ
っ
て
い
る
状
態
が
で
き
れ
ば
良
い
と

思
う
。

委員

駅
前
広
場
は
さ
ら
に
活
用
す
べ
き

だ
と
思
う
。
今
後
の
海
南
の
活
性

化
の
キ
ー
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
気

軽
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
う
。

委員

す
さ
み
町
の
観
光
協
会
が
「
す
さ

み
八
景
」
と
い
う
も
の
を
設
定
し

て
い
る
。
町
内
の
名
所
を
案
内
す
る
も

の
で
あ
る
が
、Youtuber

な
ど
が
、

そ
れ
に
沿
っ
て
映
像
を
流
し
て
い
る
の

で
、
よ
り
効
果
が
出
て
い
る
と
思
う
。

今
あ
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
だ
け
で

あ
る
が
、
良
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
感
じ
た
。

参加者

い
ろ
い
ろ
肉
付
け
し
て
発
信
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
あ
る
も

の
を
ど
う
伝
え
る
か
が
鍵
で
あ
る
。

委員

名
所
で
も
、
地
元
の
人
は
普
段
見

て
い
る
か
ら
、
そ
の
価
値
が
わ
か

ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
他
か
ら

来
た
人
に
と
っ
て
は
、
素
晴
ら
し
い
景

色
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。

観
光
協
会 

と 

建
設
経
済
委
員
会（
令
和
７
年
２
月
17
日
開
催
）

観
光
振
興
に
つ
い
て

テ
ー
マ

議事堂 第4委員会室

意見交換会 を開催しました意見交換会 を開催しました
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参加者

一
番
大
き
な
問
題
は
、「
自
治
会

離
れ
」
で
あ
る
。
勧
誘
チ
ラ
シ
を

作
り
、
地
区
の
全
世
帯
へ
配
布
す
る
な

ど
、
自
治
会
離
れ
に
繋
が
ら
な
い
よ
う

な
工
夫
を
し
て
い
る
。

委員

ど
の
よ
う
に
し
て
自
治
会
を
守
っ

て
い
く
べ
き
か
考
え
て
お
り
、
先

進
地
視
察
に
も
行
き
、
議
論
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

委員

他
の
自
治
会
の
状
況
や
良
い
事
例

が
あ
れ
ば
情
報
交
換
し
た
い
。

参加者

例
え
ば
、
自
治
会
の
役
員
を
高
齢

者
と
若
者
の
２
人
一
組
で
や
っ
て

も
ら
い
、
日
中
の
活
動
は
高
齢
者
が
担

い
、
夜
の
会
議
や
パ
ソ
コ
ン
作
業
は
若

者
が
担
う
な
ど
の
工
夫
が
考
え
ら
れ
る

の
で
は
。

参加者

自
治
会
長
は
、
会
議
な
ど
へ
の
出

席
も
あ
る
の
で
、
自
治
会
長
を
フ

ォ
ロ
ー
す
る
人
を
も
う
１
人
作
り
、
助

け
合
い
し
て
は
ど
う
か
。

参加者

回
覧
は
あ
ま
り
見
て
く
れ
な
い
の

で
、
自
治
会
だ
よ
り
を
作
成
し
、

重
要
な
部
分
を
抽
出
し
て
い
る
。

参加者

誰
か
が
役
員
を
担
っ
て
自
治
会
を

運
営
し
て
い
る
こ
と
を
、
各
自
治

会
員
に
理
解
し
て
欲
し
い
。
自
分
の
地

域
を
大
事
に
し
、
協
力
し
合
わ
な
い
と

こ
の
問
題
は
解
決
し
な
い
と
思
う
。

参加者

先
進
地
視
察
な
ど
で
、
自
治
会
活

動
に
生
か
せ
る
よ
う
な
事
例
が
あ

れ
ば
、
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

委員

自
治
会
を
は
じ
め
、
社
協
、
民
生

委
員
、
防
犯
組
合
、
子
ど
も
会
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
地
域
活
動
に
参
画
し
て
い
な

か
っ
た
新
た
な
担
い
手
の
確
保
を
し
て

い
る
事
例
が
あ
っ
た
。

委員

広
報
紙
を
、
電
子
回
覧
で
配
布
し

て
い
る
事
例
が
あ
っ
た
。

委員

市
職
員
が
、
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
役
を
担
っ
て
い
る
事
例
が

あ
っ
た
。

自
治
会（
一
部
の
地
域
） 

と 

総
務
委
員
会（
令
和
７
年
３
月
18
日
開
催
）

自
治
会
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て

テ
ー
マ

議事堂 第１委員会室

意見交換会 を開催しました意見交換会 を開催しました
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2月
定例会

令
和
７
年
２
月
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
19
日
ま

で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
は
、
市
長
か
ら
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な

ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議
員
か
ら
意
見
書
案

の
議
案
（
発
議
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

新保育制度の実施
議案第1号　海南市乳幼児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

問：海南市乳幼児等通園支援事業いわゆるこども誰でも通園制度について、
本市ではさつき山こども園で令和６年７月から実施されているが、利用実
績は。
また、利用時間が９時から11時と、13時から15時までの 2時間ず
つで予約も必要など使いづらいのではと感じているが、お昼を跨ぐなど
の対応はできないか。

答：令和７年２月末日現在の登録者は44 人
で利用回数は98回となっている。
お昼を跨ぐことについては、令和７年
度もさつき山こども園が実施するとなれ
ば、２年目となり、利用者の受け入れの
ノウハウを掴んでいると思うので、お弁
当の持参も1つの選択肢として検討いた
だくよう提案していく。

こんな質疑がありました

国民健康保険税課税額の改正
議案第11号　国民健康保険税条例の一部を改正する条例

問：今回は、軽減税率の方もすべて保険税の引
き上げとなるのか。

答：今回については、軽減の対象となる方も含
めて引き上げとなる。

問：今までも基金を一定活用していたが、基金
を活用しても引き上げとなったのか。

答：令和 6年度の基金残高は約 7,100 万円余
りとなり、このうち、ほぼ全額の 7,000 万
円を７年度に活用し、保険税率の負担緩和
に充てる予定としているが、標準保険税率
が上がったことなどから引き上げとなってい
る。

問：滞納者に対して、分納制度などを勧めてもらい
たいが。

答：できる限りその方の事情を詳しく聞かせもらうよ
うに努めており、収入や蓄えの状況が確認でき
れば、そこから分納なども提案している。また、
簡易申告制度の案内なども含めて、できるだけ
新たな滞納者を生まない取り組みをしている。

こんな質疑がありました
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指定管理者制度の導入
議案第28号　防災公園及び体験学習館の指定管理者の指定

問：指定管理者制度を導入するメリットは。

答：指定管理者となる株式会社オリエンタルコン
サルタンツは、大規模公園の運営実績を有し
ており、蓄積されたノウハウを活かして事業を
展開することで、公園のにぎわい創出や防災
意識の向上が期待される。また、民間の強み
を活かし、より魅力的なサービスを提供する
ことが可能となると考えている。

問：指定管理者制度の目的は、経費の縮減や市
民サービスの向上などであるが、経費につい
ては何と比べて縮減することになるのか。

答：管理経費については、市が積算した運営経費
と比較して５年間で約 775万円が縮減された
金額となっている。これは、人事、人員配置
の工夫などによって、効率的かつ、適正な経
費で提案されているものと考えている。

問：市の積算はどのように行ったのか。また、選
定委員会におけるサービス向上面の評価はど
うであったか。

答：市の積算は、民間給与実態調査に基づく、人
件費や保守管理経費などを市独自に積算した
ものである。また、選定委員会での点数は６
割が水準と考えており、一定の評価をいただ
いたものであると考えている。

問：事業者の自主性が見えづらく、指定管理者制
度を導入するメリットを生かせていないので
はないか。

答：指定管理者制度は、サービスの向上と運営経
費の削減が一番の大きなメリットであり、イベ
ントの実施や繁忙期・閑散期に応じた柔軟な
人員配置、市では思いつかないような取り組
みを含めて、展開、企画していただけると考
えている。

こんな質疑がありました

問：事業の流れと金額は。

答：令和 7年 4月を基準に、すべての市民を対象に、6月上旬にゆう
パックにより発送する予定である。利用期間は7年 7月中旬から8
年 1月下旬までの約6ヶ月を想定している。6年度と同様、1人当
たり3,000 円のプレミアムクーポン券を配布し、全店舗共通券が
1,500円、地元店舗限定券が1,500円とする予定である。

問：国の重点支援地方交付金使って、数あるメニューの中から再度クーポン券を実施する理由と、
その効果は。

答：本市としては、国県の支援がなく、食料品等も含めた広範囲にわたる物価高騰対策として全
市民に行き渡る支援が必要と考え、引き続き、クーポン券事業を実施し、市民負担の軽減を
図るとともに、地域消費を喚起したい。

こんな質疑がありました

議案第16号　令和6年度海南市一般会計補正予算（プレミアムクーポン券事業）

引き続き、プレミアムクーポン券を配布
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答 
令
和
８
年
度
の
予
算
は
現
時
点
で

は
未
定
で
あ
る
が
、
支
援
は
継
続

し
て
い
き
た
い
考
え
で
あ
る
。

●
市
立
保
育
所
及
び
こ
ど
も
園
運
営
事
業

問 
特
定
園
を
希
望
す
る
待
機
児
童
の

数
は
。

答 

現
時
点
で
特
定
園
を
希
望
し
て
い

る
待
機
児
童
は
50
人
で
あ
り
、
内

訳
は
み
ら
い
子
ど
も
園
20
人
、
き
ら
ら

子
ど
も
園
19
人
、
く
る
み
保
育
園
９
人
、

五
月
山
こ
ど
も
園
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

問 

何
か
対
策
を
打
た
な
い
と
毎
年
同

じ
よ
う
な
人
が
出
る
と
思
う
が
。

答 

何
を
お
い
て
も
保
育
士
の
確
保
が

課
題
と
な
る
。
令
和
７
年
度
に
つ

い
て
も
、
保
育
士
の
新
規
採
用
を
検
討

し
て
お
り
、
非
常
勤
に
つ
い
て
も
令
和

６
年
度
よ
り
数
名
で
は
あ
る
が
増
や
し

て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
何
と
か
人

材
を
確
保
し
て
少
し
で
も
特
定
園
の
待

機
児
童
を
減
ら
せ
る
よ
う
、
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答 

市
と
し
て
は
、
地
域
の
防
犯
に
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
会
の
方

に
、
出
来
る
限
り
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

補
助
制
度
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
形

で
進
め
た
い
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
事
業

問 

現
在
の
無
償
・
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

答 

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

環
境
美
化
活
動
や
福
祉
施
設
へ
の

訪
問
等
が
あ
っ
た
が
、
有
償
化
に
向
け

て
、
北
野
上
地
区
で
は
外
出
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
発
足
し
、
買
い
物
の
荷
物

運
び
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
亀
川
地
区
な
ど
他
の
地
域
に

お
い
て
も
、
外
出
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
実
施
に
向
け
て
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
て
い
る
。

問 

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
化
に
向
け
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
住

み
分
け
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
も
生
活
援
助
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
が
、
時
間
単
位
で
の

支
援
で
あ
り
、
生
活
す
る
上
で
生
じ
る

総　　額│473億7,131万円	（前年度比△2.4％）
一般会計│253億2,895万5,000円	（前年度比△5.3％）
特別会計│142億6,924万6,000円	（前年度比0.9％）

会計名 当初予算 前年度比
国民健康保険特別会計 52億7,564万4,000円 前年度比   △0.8％
後期高齢者医療特別会計 20億1,787万9,000円 前年度比   　4.4％
介護保険特別会計 69億3,140万7,000円 前年度比   　1.2％
赤坂地区排水処理事業特別会計 1,802万1,000円 前年度比 △15.3％
つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計 1,529万4,000円 前年度比   △0.4％
港湾施設事業特別会計 1,100万1,000円 前年度比   △4.5％

企業会計│77億7,310万9,000円	 （前年度比1.6%）
会計名 当初予算 前年度比

水道事業会計 28億8,748万4,000円 前年度比   　0.5％
病院事業会計 48億8,562万5,000円 前年度比   　2.2％

持続可能な行政運営を維持し

２月定例会  令和7年度当初予算可決しました。

活力のある住みやすい
まちづくりを ─
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一
般
会
計

●
地
域
公
共
交
通
協
議
会
事
業

５
，２
４
２
万
円

問 
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、

今
後
も
続
け
て
い
く
と
い
う
こ
と

だ
が
、
令
和
７
年
度
も
４
月
か
ら
運
行

す
る
の
か
。

答 

令
和
７
年
度
は
、
４
月
の
１
カ
月

間
に
つ
い
て
は
運
行
の
予
定
は
な

く
、
５
月
か
ら
を
予
定
し
て
い
る
。

問 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
他
の
地
区

へ
広
げ
て
い
く
考
え
は
。

答 

他
の
地
区
で
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

の
意
向
や
費
用
負
担
等
を
総
合
的
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業６

０
万
円

問 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業
に
つ

い
て
、
自
治
会
の
中
で
防
犯
カ
メ

ラ
を
つ
け
る
場
合
に
、
映
り
込
む
お
宅

な
ど
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
が
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る

と
聞
い
た
。
市
の
防
犯
対
策
と
し
て
直

営
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答 

令
和
８
年
度
の
予
算
は
現
時
点
で

は
未
定
で
あ
る
が
、
支
援
は
継
続

し
て
い
き
た
い
考
え
で
あ
る
。

●
市
立
保
育
所
及
び
こ
ど
も
園
運
営
事
業

４
億
７
，０
０
３
万
円

問 

特
定
園
を
希
望
す
る
待
機
児
童
の

数
は
。

答 

現
時
点
で
特
定
園
を
希
望
し
て
い

る
待
機
児
童
は
50
人
で
あ
り
、
内

訳
は
み
ら
い
子
ど
も
園
20
人
、
き
ら
ら

子
ど
も
園
19
人
、
く
る
み
保
育
園
９
人
、

五
月
山
こ
ど
も
園
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

問 

何
か
対
策
を
打
た
な
い
と
毎
年
同

じ
よ
う
な
人
が
出
る
と
思
う
が
。

答 

何
を
お
い
て
も
保
育
士
の
確
保
が

課
題
と
な
る
。
令
和
７
年
度
に
つ

い
て
も
、
保
育
士
の
新
規
採
用
を
検
討

し
て
お
り
、
非
常
勤
に
つ
い
て
も
令
和

６
年
度
よ
り
数
名
で
は
あ
る
が
増
や
し

て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
何
と
か
人

材
を
確
保
し
て
少
し
で
も
特
定
園
の
待

機
児
童
を
減
ら
せ
る
よ
う
、
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

電
球
の
交
換
な
ど
、
日
々
の
ち
ょ
っ
と

し
た
困
り
ご
と
に
対
し
て
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
難
し
い
と
聞
い
て
お
り
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
競
合
し
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

●
母
子
家
庭
等
自
立
支
援
事
業

１
，４
２
１
万
円

問 

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
追
加
さ
れ
た
受
験
料
等
支

援
扶
助
費
は
全
国
の
学
校
が
対
象
に
な

る
の
か
。

答 

受
験
料
等
支
援
扶
助
費
の
対
象
の

学
校
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
及
び
高

等
専
門
学
校
と
な
っ
て
い
る
。

問 
模
擬
試
験
を
受
け
て
か
ら
大
学
を

受
験
す
る
場
合
、
２
回
申
請
で
き

る
こ
と
に
な
る
の
か
。

答 
申
請
は
同
年
度
１
人
に
つ
き
１
回

限
り
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
大
学

等
受
験
料
と
模
擬
試
験
料
を
ま
と
め
て

申
請
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

問 
大
学
受
験
に
失
敗
し
て
浪
人
し
た

場
合
、
翌
年
度
も
申
請
で
き
る
の

か
。

答 

市
と
し
て
は
、
地
域
の
防
犯
に
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
会
の
方

に
、
出
来
る
限
り
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

補
助
制
度
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
形

で
進
め
た
い
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
事
業

５
，１
０
１
万
円

問 
現
在
の
無
償
・
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

答 
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

環
境
美
化
活
動
や
福
祉
施
設
へ
の

訪
問
等
が
あ
っ
た
が
、
有
償
化
に
向
け

て
、
北
野
上
地
区
で
は
外
出
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
発
足
し
、
買
い
物
の
荷
物

運
び
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
亀
川
地
区
な
ど
他
の
地
域
に

お
い
て
も
、
外
出
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
実
施
に
向
け
て
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
て
い
る
。

問 

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
化
に
向
け
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
住

み
分
け
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
も
生
活
援
助
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
が
、
時
間
単
位
で
の

支
援
で
あ
り
、
生
活
す
る
上
で
生
じ
る
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●
予
防
接
種
事
業２

億
１
，６
１
２
万
円

問 
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
定

期
接
種
に
な
る
理
由
は
。

答 
本
年
１
月
、
国
の
審
議
会
に
お
け

る
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、

安
全
性
、
費
用
対
効
果
等
の
協
議
を
踏

ま
え
、
国
に
お
い
て
帯
状
疱
疹
を
予
防

接
種
法
の
Ｂ
類
疾
病
に
位
置
付
け
た
た

め
で
あ
る
。

問 

接
種
対
象
者
や
接
種
の
期
間
、
ま

た
自
己
負
担
額
は
。

答 

対
象
者
に
つ
い
て
は
、
65
歳
の
方

と
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
機
能
に
障
害
の
あ
る
60
か
ら
64

歳
の
方
が
対
象
と
な
る
が
、
65
歳
を
超

え
て
い
る
方
も
経
過
措
置
と
し
て
令
和

11
年
度
ま
で
の
５
年
間
は
、
毎
年
度
、

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
100
歳
に
な
る
方
を
対
象

と
し
、
100
歳
を
超
え
る
方
は
、
令
和
７

年
度
に
限
り
対
象
と
な
る
。

自
己
負
担
額
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
の
場

合
は
１
回
接
種
で
２
，
５
０
０
円
、
組

換
え
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
は
２
回
接
種
で

１
回
当
た
り
６
，
５
０
０
円
と
な
る
。

●
農
林
水
産
事
業
費

問 

海
南
市
内
で
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
の
被
害
状
況
は
。

答 

昨
年
10
月
に
、
梅
の
木
の
一
本
に

被
害
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
11
月

に
県
、
Ｊ
Ａ
、
市
で
、
被
害
発
生
場
所

か
ら
半
径
１
キ
ロ
圏
内
の
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
桜
の
木
と
す
も
も
の
木
で

計
３
本
の
被
害
が
あ
っ
た
。

問 
被
害
木
の
伐
採
や
処
分
に
対
す
る

補
助
金
制
度
は
あ
る
の
か
。

答 
県
の
補
助
と
し
て
、
果
樹
に
被
害

が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
伐
採
・
伐

根
に
つ
い
て
１
本
当
た
り
３
万
円
、
伐

採
・
根
覆
い
に
１
本
当
た
り
２
万
円
、

ネ
ッ
ト
被
覆
に
１
本
当
た
り
２
千
円
の

補
助
が
あ
る
。

問 

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
対
策
の

広
報
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。

答 

Ｊ
Ａ
の
桃
部
会
の
総
会
時
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
て
注
意
喚
起
を
行
っ

た
ほ
か
、
薬
剤
の
使
用
方
法
や
、
散
布

回
数
分
を
記
載
し
た
防
除
歴
を
生
産
者

に
配
布
し
、
説
明
を
行
っ
た
。

●
適
正
配
置
推
進
事
業
（
小
学
校
）

６
５
７
万
円

問 

南
野
上
小
学
校
、
中
野
上
小
学
校

を
ま
ず
統
合
す
る
こ
と
で
事
業
が

進
ん
で
い
く
と
思
う
が
、
新
し
く
統
合

す
る
学
校
の
校
名
や
校
歌
な
ど
に
北
野

上
小
学
校
の
意
見
は
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答 

令
和
８
年
４
月
に
は
、
南
野
上
小

学
校
と
中
野
上
小
学
校
を
統
合
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

現
在
、
南
野
上
小
学
校
、
中
野
上
小
学

校
、
北
野
上
小
学
校
の
保
護
者
や
学
校

の
職
員
が
集
ま
っ
た
統
合
推
進
検
討
会

を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
校
名
な
ど
北
野

上
小
学
校
の
関
係
者
の
意
見
も
反
映
し

て
い
る
。

問 

令
和
８
年
４
月
に
北
野
上
小
学
校

の
統
合
は
可
能
か
。

答 

北
野
上
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
調
整
し
て
い
る
が
、
統
合
に

関
し
て
は
子
供
の
教
育
環
境
の
変
化
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
交
流
学
習
等
の

期
間
も
十
分
と
る
必
要
が
あ
り
、
令
和

８
年
４
月
の
統
合
は
困
難
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

●
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
補
助
事
業

３
５
０
万
円

　
創
業
支
援
事
業

５
２
０
万
円

問 

令
和
７
年
度
に
お
い
て
、
補
助
上

限
額
を
引
き
上
げ
た
理
由
は
。
ま

た
、
対
象
者
へ
の
広
報
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

答 

商
店
街
や
都
市
機
能
誘
導
区
域
へ

の
飲
食
店
出
店
を
促
進
す
る
た
め

で
あ
る
。
創
業
支
援
事
業
で
は
、
対
象

地
域
へ
の
出
店
に
対
し
補
助
上
限
を

100
万
円
か
ら
125
万
円
に
引
き
上
げ
、
空

き
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
も
50
万
円
か

ら
75
万
円
に
増
額
し
た
。
令
和
６
年
６

月
に
海
南
駅
前
に
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、

宿
泊
客
増
加
に
伴
う
飲
食
店
需
要
の
高

ま
り
に
対
応
す
る
た
め
、
観
光
協
会
と

連
携
し
飲
食
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
補

助
制
度
の
拡
充
に
よ
り
、
新
規
開
業
を

促
進
し
地
域
活
性
化
を
図
る
狙
い
で
あ

る
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
４

月
の
広
報
誌
で
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

商
工
会
議
所
、
下
津
商
工
会
へ
の
情
報

提
供
を
行
う
こ
と
で
、
幅
広
く
周
知
を

行
っ
て
い
く
。



9 市議会だよりかいなん 81号

議
　
案

議
案
・
補
正
予
算

予
　
算

発
　
議

審
議
結
果

討
論
・
所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

意
見
交
換
会

●
部
活
動
推
進
事
業

９
０
１
万
円

問 
事
業
費
が
48
万
４
，
０
０
０
円
増

額
し
て
い
る
理
由
は
。

答 
顧
問
で
あ
る
教
員
の
専
門
性
を
補

う
だ
け
で
な
く
、
部
活
動
の
地
域

移
行
に
向
け
た
学
校
間
の
合
同
練
習
の

た
め
の
指
導
の
充
実
や
、
指
導
者
の
確

保
も
含
め
て
増
員
を
考
え
て
い
る
。

問 

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、

部
活
動
の
外
部
委
託
や
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
の
参
加
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

現
在
、
本
市
に
お
い
て
部
活
動
の

外
部
委
託
は
で
き
て
い
な
い
が
、

部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
国
の
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
体
制
整
備
事

業
に
係
る
補
助
金
の
申
請
を
行
っ
て
い

る
。な

お
、
学
校
外
で
活
動
し
て
い
る
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
が
和
歌
山
県
中
学
校
体
育

連
盟
に
申
請
を
行
い
認
可
さ
れ
た
団
体

の
う
ち
、
本
市
で
は
令
和
７
年
度
か
ら

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
各

１
団
体
が
、
各
中
学
校
で
設
置
さ
れ
て

い
る
運
動
部
に
加
え
て
、
海
草
地
方
中

学
校
体
育
連
盟
が
主
催
す
る
大
会
に
出

場
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
会
で
の
提
言
が

予
算
や
事
業
方
針
に

反
映
さ
れ
ま
し
た！

家
庭
教
育
支
援
事
業
２
５
９
万
円

核
家
族
化
の
進
行
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
等
、
保
護
者
が

子
育
て
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
減
少
す
る
中
、
家
庭

教
育
の
支
援
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
保
護
者
に
対
す
る
学
び
の
場
づ
く
り
及
び
時
代
や
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
内
容
を
取
り
入
れ
た
講
座
の
開
催
等
、
そ
の
充

実
・
強
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。（
令
和
５
年
度
決
算
審
査
に

係
る
意
見
書
）

低
年
齢
期
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
ゲ
ー
ム
機

を
所
持
す
る
子
ど
も
が
増
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
ネ
ッ

ト
上
で
子
ど
も
が
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

機
会
が
増
加
す
る
な
ど
、
新
た
な
課
題
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に
つ
い
て
の

保
護
者
向
け
講
話
や
、
ネ
ッ
ト
上
で
起
こ
る
問
題
を
テ

ー
マ
と
し
た
小
・
中
学
生
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
講
座
等
の
実
施
に
よ
り
、
家
庭
で
の
教
育
力
の
向
上

を
図
る
。

物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

１
，５
６
７
万
円

市
の
観
光
資
源
を
よ
り
広
く
紹
介
で
き
る
よ
う
さ
ら
に
工

夫
す
る
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
観
光
案
内
が
よ
り
充
実

す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。（
令
和
５
年
度
決
算
審
査
に
係

る
意
見
書
）

引
き
続
き
、
指
定
管
理
者
と
共
に
観
光
資
源
の
紹
介

方
法
に
つ
い
て
工
夫
を
行
う
と
と
も
に
、
物
産
観
光
セ

ン
タ
ー
の
柱
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
什
器
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

見
直
す
こ
と
で
、
観
光
案
内
所
と
し
て
利
用
し
や
す
い

環
境
整
備
に
努
め
る
。

引
き
続
き
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
お
い
て
、
相
談

へ
の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
詐
欺
事
例
の
情
報
提
供

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
警
察
等
と
連
携
の
う
え
、
市
Ｈ

Ｐ
へ
の
啓
発
記
事
の
掲
載
や
回
覧
に
よ
る
周
知
啓
発
、

対
面
で
の
街
頭
啓
発
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
車
体
へ

の
啓
発
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
貼
付
な
ど
、
多
角
的
に
啓
発
活

動
を
実
施
す
る
。

継
続
し
て
相
談
事
業
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
市
民

に
も
分
か
り
や
す
い
周
知
方
法
を
検
討
し
、
さ
ら
な
る
啓
発

に
取
り
組
ま
れ
た
い
。（
令
和
５
年
度
決
算
審
査
に
係
る
意

見
書
）

消
費
者
保
護
事
業

３
３
２
万
円
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会
計

●
水
道
事
業
会
計

問 
水
道
料
金
の
値
上
げ
後
、
給
水
人

口
や
戸
数
、
給
水
量
は
減
る
と
思

う
が
、
収
入
は
見
込
み
通
り
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答 

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
料
金
改

定
を
実
施
し
、
７
月
検
針
分
の
８

月
支
払
い
か
ら
新
料
金
が
適
用
さ
れ
た
。

前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、

約
１
，
３
０
０
万
円
の
給
水
収
益
増
加

を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
調
定
月
で

あ
る
１
月
末
の
給
水
収
益
は
約
１
億
８
，

２
０
０
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
は
平
均
改

定
率
の
16
％
に
近
い
額
と
な
っ
て
い
る
。

●
病
院
事
業
会
計

問 

患
者
数
の
伸
び
悩
み
や
人
件
費
の

上
昇
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
る
の
か
。

答 

収
益
確
保
の
た
め
、
材
料
費
の
単

価
交
渉
の
徹
底
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
民

間
委
託
の
適
正
化
を
進
め
る
。
ま
た
、

「
下
り
搬
送
」
の
受
け
入
れ
を
強
化
し
、

介
護
施
設
と
の
連
携
も
深
め
る
こ
と
で

患
者
数
の
増
加
を
図
る
。

問 
（
患
者
数
等
が
）
伸
び
悩
ん
だ
原

因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
上
昇

が
予
想
以
上
で
あ
り
、
新
規
患
者

の
受
け
入
れ
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

特
に
内
科
は
医
業
収
益
の
６
割
を
占
め

る
が
、
医
師
不
足
の
影
響
で
救
急
対
応

や
紹
介
患
者
の
受
け
入
れ
が
困
難
に
な

り
、
他
の
病
院
へ
送
ら
ざ
る
を
得
な
い

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

問 

医
療
セ
ン
タ
ー
は
海
南
市
の
医
療

の
中
核
な
の
で
、
医
療
機
器
も
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答 

機
器
の
更
新
は
診
療
科
ご
と
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
診
療
局
、
放

射
線
科
、
検
査
科
、
病
棟
な
ど
か
ら
の

要
望
を
基
に
判
断
す
る
。
高
額
機
器
が

多
い
た
め
、
有
効
性
、
収
益
へ
の
影
響
、

保
守
費
用
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
計
画

的
に
更
新
す
る
方
針
で
あ
る
。

問 
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
医
師
会
と

の
連
携
状
況
は
。

答 
医
師
会
の
理
事
で
も
あ
る
職
員
や

院
長
と
と
も
に
会
合
に
参
加
し
、

診
療
体
制
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

海
南
市
内
や
和
歌
山
市
南
部
、
有
田
方

面
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
問
し
、
当
院
の

対
応
可
能
な
疾
患
や
治
療
法
を
案
内
し

て
い
る
。
ま
た
、
下
り
搬
送
に
つ
い
て

も
、
県
立
医
大
と
の
患
者
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
の
準
備
も
進
め
て
い
る
。

会
計
に
つ
い
て

■ 一般会計
福祉・衛生・土木・教育などの
地方公共団体の基本的な
施策を行うため、市の基本的
な収入と支出を総合的に管
理する会計のことです。

■ 特別会計
事業目的を限定して、一般会
計とは別に経理する会計で
す。海南市には、国民健康
保険、後期高齢者医療、介
護保険など６つの特別会計
があります。

■ 企業会計
地方公営企業法に基づき、独
立採算を原則として設置された
会計です。一般会計等とは異
なり民間企業と同様の経理を
行います。海南市には水道事
業と病院事業の２つの会計が
あります。
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・発議第１号 核兵器禁止条約への署名・批准をおこない、
	核兵器廃絶に向けて主導的役割を求める意見書（案）

発議第１号については賛成少数で原案否決となりました。	 （発議者 ： 溝口　恵敬）

唯一の戦争被爆国であり、核保有国と非核保有国との橋渡しに努めている日本が締約国会議にオ
ブザーバー参加することにより、非核保有国と意思疎通を図り、そのメッセージを核保有国に伝えること
は大変重要である。

国会及び政府におかれては、核兵器をめぐる情勢が混迷の様相を呈する今こそ、下記の事項を行動
に移すことにより、核兵器廃絶に向けて主導的役割を果たされるよう強く要請する。（要旨）

１　核兵器禁止条約締約国会議にオブザーバー参加すること。
２　核兵器禁止条約を早期に署名・批准すること。
３　核保有国を含む核兵器禁止条約に署名・批准していない国に対し、署名・批准を働きかけること。

問：核保有国を含む核兵器禁止条約に署名・批准していない国に対し、署名・批准を働きかけること
とあるが、日本がまだ署名批准していない中、どうして理解されると考えるのか。

答：核兵器を廃絶するためには、自国がこの条約に参加することと同時に世界中の核を持つ国、持た
ない国全てに呼びかけていくことが重要である。

発議とは、議員が議案を提出することで、２月定例会では２件が提出されました。発 議

討
論

発
議

自国がまだ署名批准していない中、他国に署名批准を働きかけ
ることを理解いただけるとは思えない。	 （東方　貴子）

日本が核兵器禁止条約に署名批准することを求める等踏み込
んだ意見書の提出が全国的に進められており賛成する。

	 （中家　悦生）

核兵器禁止条約締約国会議にオブザーバーとして参加すること
には賛成であるが、現状では核兵器禁止条約に署名・批准する

ことは適切な選択ではない。	 （池原　弘貴）

「米国の核の傘の下で安全が保障されて
いる」と、日本政府は恍惚としている。今こ

そ、地方議会からどんどん意見書をあげるべきであり賛
成する。	 （岡　義明）

反対

反対

賛成

賛成
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・発議第２号 「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与
等に関する特別措置法（公立教員給与特別措置法）」を廃
止し、労働基準法の完全適応を求める意見書（案）

発議第２号については賛成少数で原案否決となりました。	 （発議者 ： 岡　義明）

近年、教員の長時間過密労働が表面化し、教員志願者の減少にも歯止めがかからない状況で、公
立の小・中・高等学校、特別支援学校の教員不足は数千人規模で発生している。本来であれば教員は、
授業の準備や子どもらと向き合う時間を十分にとる必要があるが、大変難しい状況で、子どもの成長過
程にも悪影響をもたらしている。教員の「定額の働かされ放題」の根源を絶ち、教員数を増やすとともに、
ゆとりをもって子どもに向き合えるよう、下記の事項について強く要望する。（要旨）

１　「公立教員給与特別措置法」を廃止し、労働基準法を完全適用すること。
２　教員数を増し、教員の授業負担を減らすための抜本的な取組を行うこと。

単に残業手当を付ければいいという問題ではないと考えるので、
この意見書には賛同しかねる。	 （東方　貴子）

教育の質、教員の働き方の調和を保つためには給与特別措置
法は必要である。	 （橋爪　大輔）

令和８年度から、中学校にも35人学級が順次導入される。今で
も教員不足が止まらず、「定額の働かされ放題」にメスを入れない

と教員のなり手がなくなる。	 （岡　義明）

受持ち児童生徒数が多く、教員の仕事は多
忙。クラブ指導もあり、勤務時間で終わらな

い。きちんと評価すべき。	 （溝口　恵敬）

討
論

発
議 反対

反対

賛成

賛成

議案等の採決の前に、議員が、賛成か反対かの意見
とその理由を表明して、意見の違う議員を自分の意
見に同調するように求めることです。
本会議だけでなく委員会での採決の際にも討論を行
います。原則、初めに反対者が発言し、次に賛成者、
と交互に行います。

討論とは
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議 案 の 審 議 結 果
◎…全会一致で可決・同意　〇…賛成多数で可決　×…賛成少数で否決

2 月定例会
議案番号 議　　案 結果

議案第 1 号 海南市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 ◎

議案第 2 号 情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化
を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 ◎

議案第 3 号 海南市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 4 号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 ◎

議案第 5 号 海南市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例 ◎

議案第 6 号 海南市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 7 号 海南市職員給与条例等の一部を改正する条例 ◎

議案第 8 号 海南市職員旅費支給条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 9 号 海南市税条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 10 号 海南市児童館及び児童会館条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 11 号 海南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〇

議案第 12 号 海南市営住宅条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 13 号 海南市水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に
関する条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 14 号 海南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 15 号 海南市消防団員退職報償金支給条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 16 号 令和６年度海南市一般会計補正予算（第６号） ◎

議案第 17 号 令和６年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） ◎

議案第 18 号 令和６年度海南市介護保険特別会計補正予算（第３号） ◎

議案第 19 号 令和７年度海南市一般会計予算 〇

議案第 20 号 令和７年度海南市国民健康保険特別会計予算 〇

議案第 21 号 令和７年度海南市後期高齢者医療特別会計予算 〇

議案第 22 号 令和７年度海南市介護保険特別会計予算 〇

議案第 23 号 令和７年度海南市赤坂地区排水処理事業特別会計予算 ◎

議案第 24 号 令和７年度海南市つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計予算 ◎

議案第 25 号 令和７年度海南市港湾施設事業特別会計予算 ◎

議案第 26 号 令和７年度海南市水道事業会計予算 ◎

議案第 27 号 令和７年度海南市病院事業会計予算 ◎

議案第 28 号 海南市民防災公園及び海南市体験学習館の指定管理者の指定 ◎

発議第 1 号 核兵器禁止条約への署名・批准をおこない、核兵器廃絶に向けて主導的役割を求める意見書（案） ×

発議第 2 号 「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法（公立教員給与特別措置
法）」を廃止し、労働基準法の完全適応を求める意見書（案） ×
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議案第1号  関連記事4ページ　 議案第2号  情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性
の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律
の施行に伴い、関係条例について所要の規定の整理を行おうとするもの　 議案第3号  地方公共団体情報シ
ステムの標準化に関する法律に基づくシステム標準化に伴い、住登外者宛名番号管理機能による住登外者の
情報の管理に関する事務を個人番号の独自利用事務として追加しようとするもの　 議案第4号  刑法の改正に
より拘禁刑が創設されたことに伴い、関係条例について所要の規定の整理を行おうとするもの　 議案第5号  育
児を行う職員の時間外勤務の免除の対象となる子の範囲の拡大、仕事と介護の両立支援制度を利用しやすい
勤務環境の整備等所要の改正を行うとともに、フレックスタイム制度を導入しようとするもの　 議案第6号  公平
委員会の委員長及び委員の報酬額の見直しを行おうとするもの　 議案第7号  一般職の職員の給与に関する
法律の改正に準じ、給料表を改めるとともに、扶養手当、通勤手当、管理職員特別勤務手当等について所要の
改正を行おうとするもの　 議案第8号  国家公務員等の旅費に関する法律及びこれに基づく命令の改正に準
じ、旅費の内容の見直しその他所要の規定の整備を行おうとするもの　 議案第9号  地方税法の改正に伴い、
新たな公益信託制度の創設に係る寄附金税額控除の改正等を行うとともに、所要の規定の整備を行おうとす
るもの　 議案第10号  布片目児童会館を廃止しようとするもの　 議案第11号  関連記事4ページ　 議案第12号  
市営日方引揚者住宅を廃止しようとするもの　 議案第13号  水道法施行令の改正に伴い、布設工事監督者
及び水道技術管理者の資格要件を改めようとするもの　 議案第14号  非常勤消防団員等に係る損害補償の
基準を定める政令の改正に伴い、非常勤消防団員等に対する損害補償に係る補償基礎額を改定しようとす
るもの　 議案第15号  消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の改正に伴い、退職報
償金の勤務年数区分について所要の改正を行おうとするもの　 議案第16号  総額7億2,810万5千円の増
額補正　 議案第17号  総額2億5,295万6千円の増額補正　 議案第18号  総額1,109万3千円の増額補正　

議案第19～27号  関連記事6～10ページ　 議案第28号  関連記事5ページ　 発議第1～2号  関連記事11、12
ページ

会派・議員名

議案番号等

公明党
日本共産党 
海南市議会

議員団
無所属の会・日
本維新の会 市政クラブ 市民クラブ 自由

クラブ

結
　
　
果

中
　
家  

悦
　
生

森
　
下  

貴
　
史

岡
　
　  

義
　
明

溝
　
口  

恵
　
敬

古
　
田  

充
　
司

熊
　
野  

愛
　
子

栗
　
本  

量
　
生

田
　
村  

秀
　
明

宮
　
本  

憲
　
治

寺
　
脇  

寛
　
治

川
　
崎  

一
　
樹

榊󠄀
　
原  

徳
　
昭

米
　
原  

耕
　
司

池
　
原  

弘
　
貴

杉
　
本  

博
　
美

橋
　
爪  

大
　
輔

川
　
口  

政
　
夫

東
　
方  

貴
　
子

議案第 11 号 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 19 号 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 20 号 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 21 号 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 22 号 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第 1 号 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 議長 × × × × × × × × × 否決

発議第 2 号 × × ○ ○ × × ○ ○ 議長 × × × × × × × × × 否決

●議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

■ 賛否の分かれた議案等 ○…賛成　×…反対
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議
　
案

議
案
・
補
正
予
算

予
　
算

発
　
議

審
議
結
果

討
論
・
所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

意
見
交
換
会

〇議案第11号
昨年まで低所得の方の負担を減
らす代わりに、限度額引き上げ

が行われてきた。改善面があるとはいえ、もとも
と全体的に高すぎるのであり、反対をしてきた。
今回の改訂は、全ての被保険者の負担を大
幅に増加させる。賃金アップは遅 と々して進ま
ず、物価高騰に苦しむ中、あらゆる所得階層の
方々にさらに負担を強いる改訂に反対する。	
	 （溝口　恵敬）

〇議案第11号
１月の国民健康保険運営協議
会で「７年度国民健康保険税

の税率を改正することや国民健康保険税の
医療分、後期高齢者支援金分の賦課限度額
を改正することは適当である」との結論に至っ
たが「保険税の上昇は低所得世帯が多い国
保において影響が大きく基金の有効活用に
努めること」や「医療費増加に耐えうる財政基
盤を確立するよう国に強く要望すること」など
の付帯意見をつけ市長に答申した経緯があり、
当該委員として賛成する。	 （中家　悦生）

討
論

賛成反対

○議案第20号
新年度予
算は低所

得者層の保険税も含
めて、すべて引き上げ
になるため賛成できな
い。

（岡　義明）

○議案第22号
訪問介護報
酬が引き下

げられ、介護事業所の倒
産は過去最大です。国の
ゆがんだ政治を変えなけ
ればならず、予算に反対。

（岡　義明）

討
論

予
算
に
関
す
る

反対
○議案第21号

出産一時金の増
額に伴い、その

負担を高齢者にも上乗せされ、
さらに天井知らずに保険料が
引き上がっていく、最悪の欠陥
医療保険制度だと言わざるを
得ない。	 （岡　義明）

反対 反対

■
教
育
厚
生
委
員
会　

３
月
10
日
（
月
）
に
「
道
徳
教

育
に
つ
い
て
」
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

問 

道
徳
教
育
の
取
り
組
み
は
何

年
く
ら
い
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

答 

取
り
組
み
は
各
学
校
も
従
前

か
ら
行
っ
て
い
る
が
、
道
徳

科
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
た
後

で
ま
だ
数
年
で
あ
る
。

問 

道
徳
科
は
担
任
が
教
え
て
い

る
の
か
。

答 

原
則
、
担
任
の
指
導
と
な
る

が
、
中
学
校
で
あ
れ
ば
学
年

全
体
を
複
数
名
の
教
員
で
見
て
い

る
の
で
、
学
年
所
属
の
他
の
教
員

も
指
導
す
る
場
合
が
あ
る
。

■
建
設
経
済
委
員
会　

３
月
10
日
（
月
）
に
「
河
川
工

事
に
つ
い
て
」
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

問 

河
川
を
浚
渫
し
た
土
砂
の
処

分
地
は
、
市
内
か
市
外
か
。

答 

処
分
地
は
い
ず
れ
も
市
外
で

あ
る
。

問 

浚
渫
は
今
後
も
無
く
な
ら
な

い
事
業
で
あ
る
。
市
内
で
捨

て
る
場
所
を
考
え
た
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

答 

浚
渫
で
出
て
く
る
土
砂
は
、

ご
み
の
よ
う
な
も
の
が
大
量

に
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

今
の
処
分
場
の
形
態
か
ら
す
れ
ば
、

持
ち
込
み
で
き
る
よ
う
な
状
態
で

は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
ず
は

民
間
の
中
間
処
理
場
の
方
へ
の
処

分
と
い
う
形
で
、
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

所  

管  

事  

務  

調  

査
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議
　
案

議
案
・
補
正
予
算

予
　
算

発
　
議

審
議
結
果

討
論
・
所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

意
見
交
換
会

※ ◎の質問の概要を掲載しています。

問 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
Ａ
Ｅ
Ｄ
シ
ー

ト
の
設
置
、
あ
る
い
は
応

急
手
当
て
に
も
活
用
で
き

る
三
角
巾
を
設
置
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
市
と

し
て
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
シ
ー
ト
、

も
し
く
は
三
角
巾
の
設
置

を
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う

が
い
か
が
か
。

答 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

に
対
す
る
市
民
の
意

識
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

１
分
１
秒
を
争
う
場
面
に

お
い
て
、
救
助
者
が
戸
惑

う
こ
と
な
く
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
で
き
る
よ
う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

シ
ー
ト
や
三
角
巾
な
ど
の

配
備
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

問 

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
自
動
体

外
式
除
細
動
器
と
言

う
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
関

し
て
は
、
女
性
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
率
が
低
い
と
の

報
告
が
あ
る
。

原
因
の
一
つ
と
し
て
、

救
命
措
置
の
際
、
女
性
の

肌
に
直
接
触
れ
る
こ
と
へ

の
抵
抗
感
が
考
え
ら
れ
る
。

倒
れ
た
人
の
体
が
露
出
さ

れ
る
の
を
、
防
い
だ
ま
ま

迅
速
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
収
納
で

き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
シ
ー
ト
と
い

う
も
の
が
あ
る
が
、
市
で

は
、
傷
病
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
を
図
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

か
。

答 

服
な
ど
を
か
け
、
肌

を
隠
す
よ
う
に
心
掛

け
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、

救
命
に
係
る
人
以
外
は
離

れ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
、

講
習
の
際
、
説
明
を
行
っ

て
い
る
。

問 
職
員
の
名
刺
作
成
に

関
す
る
実
態
に
つ
い

て
問
う
。
一
部
を
除
き
、

自
腹
で
作
成
さ
せ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

答 

自
費
で
作
成
し
て
い

る
職
員
が
多
い
が
、

ミ
カ
ン
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
す
る
職
員
な
ど
、

Ｐ
Ｒ
に
多
量
の
名
刺
が
要

る
場
合
等
に
は
職
場
で
作

成
し
使
用
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

問 

通
常
業
務
で
も
名
刺

の
必
要
量
に
差
が
出

る
た
め
、
自
前
で
作
成
さ

せ
る
こ
と
は
不
公
平
で
あ

り
適
切
で
は
な
い
と
考
え

る
。
観
光
部
門
に
限
ら
ず

一
般
部
署
の
職
員
の
名
刺

で
あ
っ
て
も
Ｐ
Ｒ
媒
体
の

一
つ
と
し
て
有
効
で
あ
る

と
の
認
識
は
あ
る
か
。

答 

内
容
や
場
面
に
よ
っ

て
Ｐ
Ｒ
効
果
は
期
待

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

問 

公
務
員
の
名
刺
を
公

費
で
作
成
す
る
こ
と

に
つ
い
て
国
・
総
務
省
等

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全
般に対し、現在の状況や将来の方針等を質問したり、
提言することで、政策の見直しなども行われます。
２月定例会では、６人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問

5　田村　秀明　（19ページ）
　◎シティプロモーションと観光振興

について

6　岡　義明　（19ページ）
　◎合併前より通算７期目に挑む神出

市長に問う

1　森下　貴史　（17ページ）　
　・献血について
　◎AEDについて
　・防犯対策について

2　中家　悦生　（17ページ）
　◎本市職員の名刺の自腹廃止につい

て

3　東方　貴子　（18ページ）
　◎腎臓病治療について
　・学校給食について

4　溝口　恵敬　（18ページ）
　・津波避難路の標示について
　・津波来襲時の避難について
　・避難所での設備等について
　・ＰＦＡＳ対策について
　◎大阪万博への児童生徒の参加につ

いて

６
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

６
人
が
市
政
を
問
う
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議
　
案

議
案
・
補
正
予
算

予
　
算

発
　
議

審
議
結
果

討
論
・
所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

意
見
交
換
会

●AEDシート ・ 三角巾の設置を検討

●実質的に公費負担での名刺作成をスタートしたい

問 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
Ａ
Ｅ
Ｄ
シ
ー

ト
の
設
置
、
あ
る
い
は
応

急
手
当
て
に
も
活
用
で
き

る
三
角
巾
を
設
置
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
市
と

し
て
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
シ
ー
ト
、

も
し
く
は
三
角
巾
の
設
置

を
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う

が
い
か
が
か
。

答 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

に
対
す
る
市
民
の
意

識
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

１
分
１
秒
を
争
う
場
面
に

お
い
て
、
救
助
者
が
戸
惑

う
こ
と
な
く
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
で
き
る
よ
う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

シ
ー
ト
や
三
角
巾
な
ど
の

配
備
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

問 

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
自
動
体

外
式
除
細
動
器
と
言

う
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
関

し
て
は
、
女
性
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
率
が
低
い
と
の

報
告
が
あ
る
。

原
因
の
一
つ
と
し
て
、

救
命
措
置
の
際
、
女
性
の

肌
に
直
接
触
れ
る
こ
と
へ

の
抵
抗
感
が
考
え
ら
れ
る
。

倒
れ
た
人
の
体
が
露
出
さ

れ
る
の
を
、
防
い
だ
ま
ま

迅
速
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
収
納
で

き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
シ
ー
ト
と
い

う
も
の
が
あ
る
が
、
市
で

は
、
傷
病
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
を
図
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

か
。

答 

服
な
ど
を
か
け
、
肌

を
隠
す
よ
う
に
心
掛

け
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、

救
命
に
係
る
人
以
外
は
離

れ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
、

講
習
の
際
、
説
明
を
行
っ

て
い
る
。

に
お
け
る
見
解
は
。

答 

名
刺
作
成
に
関
し
て

国
等
か
ら
通
知
は
な

い
。

問 

市
章
や
フ
ォ
ン
ト
、

レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
統

一
性
を
持
た
せ
、
市
職
員

の
グ
ッ
ズ
と
し
て
渡
せ
る

よ
う
原
則
公
費
で
作
成
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

名
刺
使
用
に
関
し
て
、

公
私
の
区
別
を
し
っ

か
り
と
意
識
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今

後
、
名
刺
用
シ
ー
ト
を
用

い
て
各
職
場
の
プ
リ
ン
タ

ー
で
作
成
す
る
方
法
に
よ

り
、
実
質
的
に
公
費
負
担

で
の
名
刺
作
成
を
ス
タ
ー

ト
し
た
い
。

問 

職
員
の
名
刺
作
成
に

関
す
る
実
態
に
つ
い

て
問
う
。
一
部
を
除
き
、

自
腹
で
作
成
さ
せ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

答 

自
費
で
作
成
し
て
い

る
職
員
が
多
い
が
、

ミ
カ
ン
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
す
る
職
員
な
ど
、

Ｐ
Ｒ
に
多
量
の
名
刺
が
要

る
場
合
等
に
は
職
場
で
作

成
し
使
用
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

問 

通
常
業
務
で
も
名
刺

の
必
要
量
に
差
が
出

る
た
め
、
自
前
で
作
成
さ

せ
る
こ
と
は
不
公
平
で
あ

り
適
切
で
は
な
い
と
考
え

る
。
観
光
部
門
に
限
ら
ず

一
般
部
署
の
職
員
の
名
刺

で
あ
っ
て
も
Ｐ
Ｒ
媒
体
の

一
つ
と
し
て
有
効
で
あ
る

と
の
認
識
は
あ
る
か
。

答 

内
容
や
場
面
に
よ
っ

て
Ｐ
Ｒ
効
果
は
期
待

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

問 
公
務
員
の
名
刺
を
公

費
で
作
成
す
る
こ
と

に
つ
い
て
国
・
総
務
省
等

AED 自動体外式除細動器

森下  貴史

中家  悦生

AED使用時のプライバシー保護を

市職員の名刺作成にかかる費用は
公費で負担すべき

録画映像
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議
　
案

議
案
・
補
正
予
算

予
　
算

発
　
議

審
議
結
果

討
論
・
所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

意
見
交
換
会

問 

観
光
資
源
に
は
人
文

資
源
と
自
然
資
源
が

あ
る
が
、
本
市
は
自
ら
の

観
光
資
源
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
、
観
光
振
興
を
行

っ
て
ゆ
く
の
か
。

答 

日
本
遺
産
と
し
て
温

山
荘
園
、
黒
江
の
町

並
み
、
藤
白
神
社
、
藤
白

坂
、
地
蔵
峰
寺
、
長
保
寺
、

徳
川
家
墓
所
の
７
カ
所
が

認
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ミ
カ
ン
・
お
菓
子
発
祥
の

地
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
や
鈴
木

屋
敷
の
復
元
、
海
南
サ
ク

ア
ス
の
整
備
等
を
行
っ
て

い
る
。

問 

す
さ
み
町
、
か
つ
ら

ぎ
町
で
は
近
江
八
景

に
ち
な
ん
で
す
さ
み
八
景
、

か
つ
ら
ぎ
八
景
を
も
う
け

て
来
訪
者
の
満
足
と
囲
い

込
み
を
行
っ
て
い
る
が
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
ど

う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
自
然
観
光
資
源
と
し

て
は
藤
白
坂
、
亀
池
公
園

遊
歩
道
、
長
峰
山
系
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
森
林

問 
今
年
は
被
爆
80
年
を

迎
え
る
節
目
の
年
で

あ
る
。
広
島
や
長
崎
の
惨

劇
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、

世
代
を
超
え
「
核
兵
器
廃

絶
・
平
和
の
願
い
」
を
継

承
で
き
る
よ
う
、
新
し
い

取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
が
、
市

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答 

次
代
を
担
う
中
学
生

を
、
８
月
６
日
に
行

わ
れ
る
広
島
市
の
平
和
事

業
に
派
遣
し
、
平
和
に
つ

い
て
幅
広
く
学
ぶ
事
業
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

問 

本
市
は
子
供
た
ち
の

個
人
情
報
を
、
本
人

や
保
護
者
の
了
解
も
得
ず

自
衛
隊
側
に
提
供
し
て
い

る
。
市
長
の
考
え
は
ど
う

か
。

答 

名
簿
提
供
は
、
自
衛

隊
法
等
に
よ
る
も
の

で
、
防
衛
大
臣
は
「
資
料

の
提
供
等
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
の
規
定
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本

の
安
全
と
防
衛
の
た
め
に

●普及状況に注視し検討

●適切に対応していく

が
必
要
と
の
こ
と
。
そ
こ

で
つ
く
ば
市
で
は
、
自
宅

透
析
治
療
患
者
に
月
一
万

円
の
補
助
を
行
っ
た
り
し

て
い
る
。
県
内
で
水
道
代

等
の
補
助
を
し
て
い
る
市

は
あ
る
か
。

答 

和
歌
山
市
は
月
２
千

円
の
水
道
代
補
助
を

行
っ
て
い
る
。

問 
本
市
で
は
透
析
治
療

施
設
は
い
ず
れ
も
津

波
浸
水
地
区
に
あ
る
。
在

宅
透
析
も
今
後
増
え
て
く

る
。
そ
こ
で
本
市
で
も
水

道
代
の
補
助
等
を
検
討
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

答 
今
後
、
在
宅
血
液
透

析
患
者
数
の
推
移
や

普
及
状
況
を
注
視
し
、
検

討
し
て
参
る
。

問 

本
市
に
お
け
る
透
析

療
法
を
行
っ
て
い
る

人
数
は
。
ま
た
透
析
で
き

る
医
療
機
関
は
何
カ
所
か
。

そ
こ
は
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
浸
水
区
域
に
入
っ

て
い
る
か
。

答 
本
年
１
月
末
現
在
で

155
人
。
ま
た
医
療
機

関
は
３
カ
所
、
い
ず
れ
も

浸
水
区
域
内
。

問 
透
析
治
療
に
お
い
て

近
年
在
宅
血
液
透
析

が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
医

療
機
関
と
同
じ
装
置
を
使

用
し
、
自
宅
で
血
液
透
析

を
行
う
治
療
で
あ
る
。
通

院
の
必
要
が
な
く
、
毎
日

で
も
行
う
こ
と
が
で
き
、

生
存
期
間
が
延
び
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
水
分
摂
取
や
食

事
制
限
も
ほ
ぼ
な
く
、
合

併
症
の
リ
ス
ク
も
減
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
介
助
者

が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
針

を
刺
す
等
の
訓
練
も
必
要

と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
。
ま
た
、
大
量
の
水

問 

空
い
た
時
間
に
自
分

で
行
き
た
い
パ
ビ
リ

オ
ン
に
予
約
を
し
て
回
っ

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。

生
徒
に
個
人
情
報
の
扱
い

に
つ
い
て
指
導
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

適
切
な
指
導
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
各
家

庭
や
保
護
者
へ
の
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問 

個
人
情
報
が
漏
れ
る

こ
と
は
場
合
に
よ
っ

て
は
命
に
関
わ
る
。
個
人

情
報
の
扱
い
に
つ
い
て
十

分
指
導
す
べ
き
だ
が
ど
う

か
。

答 

わ
か
や
ま
教
育
旅
行

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
事
務

局
と
の
や
り
取
り
に
つ
い

て
十
分
情
報
収
集
し
て
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

問 

個
人
が
万
博
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
す
る
際
に

は
多
様
な
個
人
情
報
を
入

力
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
。
学
校
か
ら
万
博
へ
行

く
場
合
、教
員
及
び
児
童・

生
徒
の
個
人
情
報
を
提
供

す
る
必
要
は
あ
る
か
。

答 

現
時
点
で
は
児
童
・

生
徒
の
個
人
情
報
は

何
も
問
わ
れ
て
い
な
い
。

問 

大
阪
万
博
の
個
人
情

報
保
護
方
針
は
、
多

種
多
様
な
デ
ー
タ
を
集
め

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
情
報
を
参
加
企

業
や
諸
外
国
な
ど
に
提
供

す
る
場
合
が
あ
る
と
し
て

あ
る
。
学
校
と
し
て
見
学

に
行
く
等
の
計
画
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う

だ
が
、
市
は
こ
の
個
人
情

報
保
護
方
針
の
内
容
を
望

ま
し
い
も
の
と
し
て
捉
え

て
い
る
の
か
。

答 
各
学
校
か
ら
情
報
を

収
集
し
て
、
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

東方  貴子

溝口  恵敬

在宅透析患者に水道代等の補助を

個人情報の流出は命に関わる問題、
十分指導すべき

録画映像

録画映像



19 市議会だよりかいなん 81号

議
　
案

議
案
・
補
正
予
算

予
　
算

発
　
議

審
議
結
果

討
論
・
所
管
事
務
調
査

一
般
質
問

意
見
交
換
会

●観光庁の専門家派遣事業を活用する

●中学生を広島の平和事業に派遣したいと考える

公
園
雨
の
森
等
が
あ
る
が
、

筆
捨
松
や
休
憩
用
の
ベ
ン

チ
、
ト
イ
レ
、
遊
歩
道
等

の
整
備
が
不
十
分
で
あ
り
、

景
観
も
損
ね
て
い
る
。
当

局
の
考
え
を
聞
く
。

答 

５
月
に
応
募
開
始
の

観
光
庁
が
実
施
す
る

専
門
家
派
遣
事
業
に
申
し

込
み
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

や
効
果
検
証
を
得
て
か
ら

今
後
の
観
光
施
策
の
立
案
、

整
備
の
方
向
を
決
定
す
る
。

ま
た
、
自
然
観
光
資
源

の
整
備
は
定
期
的
な
草
刈

り
等
を
行
っ
て
い
る
が
、

松
の
植
栽
、
ベ
ン
チ
の
整

備
等
を
行
う
。

今
後
、
職
員
も
巡
回
し

て
環
境
整
備
と
美
化
に
気

配
り
し
て
ゆ
く
。

問 

観
光
資
源
に
は
人
文

資
源
と
自
然
資
源
が

あ
る
が
、
本
市
は
自
ら
の

観
光
資
源
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
、
観
光
振
興
を
行

っ
て
ゆ
く
の
か
。

答 
日
本
遺
産
と
し
て
温

山
荘
園
、
黒
江
の
町

並
み
、
藤
白
神
社
、
藤
白

坂
、
地
蔵
峰
寺
、
長
保
寺
、

徳
川
家
墓
所
の
７
カ
所
が

認
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ミ
カ
ン
・
お
菓
子
発
祥
の

地
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
や
鈴
木

屋
敷
の
復
元
、
海
南
サ
ク

ア
ス
の
整
備
等
を
行
っ
て

い
る
。

問 

す
さ
み
町
、
か
つ
ら

ぎ
町
で
は
近
江
八
景

に
ち
な
ん
で
す
さ
み
八
景
、

か
つ
ら
ぎ
八
景
を
も
う
け

て
来
訪
者
の
満
足
と
囲
い

込
み
を
行
っ
て
い
る
が
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
ど

う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
自
然
観
光
資
源
と
し

て
は
藤
白
坂
、
亀
池
公
園

遊
歩
道
、
長
峰
山
系
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
森
林

今
後
も
協
力
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問 

国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
過

重
負
担
に
つ
い
て
、
市
長

は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る

の
か
。
改
善
策
は
ど
う
か
。

答 

被
保
険
者
の
負
担
増

加
は
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
国
庫
負
担

の
引
上
げ
な
ど
、
市
長
会

等
を
通
じ
、
国
に
要
望
し

き
た
。
国
が
進
め
る
「
世

代
型
社
会
保
障
」
の
構
築

お
い
て
も
、
十
分
配
慮
し

た
も
の
に
な
る
よ
う
強
く

要
望
し
て
い
く
。

問 

今
年
は
被
爆
80
年
を

迎
え
る
節
目
の
年
で

あ
る
。
広
島
や
長
崎
の
惨

劇
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、

世
代
を
超
え
「
核
兵
器
廃

絶
・
平
和
の
願
い
」
を
継

承
で
き
る
よ
う
、
新
し
い

取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
が
、
市

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答 

次
代
を
担
う
中
学
生

を
、
８
月
６
日
に
行

わ
れ
る
広
島
市
の
平
和
事

業
に
派
遣
し
、
平
和
に
つ

い
て
幅
広
く
学
ぶ
事
業
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

問 

本
市
は
子
供
た
ち
の

個
人
情
報
を
、
本
人

や
保
護
者
の
了
解
も
得
ず

自
衛
隊
側
に
提
供
し
て
い

る
。
市
長
の
考
え
は
ど
う

か
。

答 

名
簿
提
供
は
、
自
衛

隊
法
等
に
よ
る
も
の

で
、
防
衛
大
臣
は
「
資
料

の
提
供
等
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
の
規
定
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本

の
安
全
と
防
衛
の
た
め
に

田村  秀明

岡　  義明

本市の観光資源の活用への取り組みは

被爆８０年の節目、世代を超えて
平和を継承すべく取り組んではどうか
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市議会の定例会は年４回開催されますが、今年
度は５月13日（火）に臨時会を開催します。６月
定例会は６月５日（木）に開会する予定です。市議
会では、市民の皆さまの生活に密着したさまざま
な問題が審議されています。市政を知る機会にも
なりますので、ぜひ気軽に傍聴にお越しください。

なお、日程は変更することがありますので、傍
聴を希望される場合や本会議の生中継をご覧にな
る場合は、お手数ですが議会事務局まで日時をお
問い合わせください。

市議会ホームページ

より良い紙面とするため、議会だよりに関す
る皆さま方のご意見等をお寄せください。

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

５月臨時会・６月定例会の予定

ＴＥＬ／０７３－４８３－８７００　ＦＡＸ／０７３－４８３－８７０３
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海南・海草議会議員連絡協議会研修会開催
海南市・紀美野町の全議員で構成する海南・海草議会議員連絡協議会では、「海南・海草

地域の活性化と地域づくり」を運動目標に掲げ、広域的な課題について調査・研究を行うべ
く活動しています。

令和6年度は、具体的な取り組みの一環として「ため池の管理と安全対策」について、1月
17日に和歌山県海草振興局農林水産振興部農地課の職員を講師に招き研修会を開催しました。

議事堂  第１委員会室


